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     「ぶどうの会」  

当会は今年で設立３９年目を迎えます。今でこそ２３人の仲間と活動をしていますが、始ま

りのきっかけは初代会長・村井多津様の個人での活動でした。開業医の妻として午前中は診療を

手伝われ、午後はお年寄りの話し相手をする・・・そんな行動がやがて友人・知人の賛同と協力

を得て一つのボランティア団体となりました。そして粒がたくさん集まって大きなぶどうの房を

成すように、活動の輪の成長を願い「ぶどうの会」と命名され今に至ります。現在では瀬戸市内

四つの老人福祉施設への友愛訪問の中で、お年寄りの話し相手になったり一緒に歌ったり踊った

りしています。会員の平均年齢も高くなってきた昨今ですが、急速に進む高齢化社会において高

齢者は今まで以上に支えあって生きていかなければならないと考えさせられます。ご理解を頂い

ている皆様の支えをはじめ、全てに感謝しながら精一杯活動したいと思っています。  
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ほほののぼぼののボボラランンテティィアアササロロンン（（ややすすららぎぎ会会館館））  
時間に余裕ができたから何かボランティア活動をしてみたい方など 

お気軽にご参加ください。 

日 程 時 間 場所 内   容 協力ボランティア 

4 月 19 日（土） 
 

午後 

1 時 30 分 
 

 

3 時 

や
す
ら
ぎ
会
館
内 

尾張万歳を楽しもう ひょうきん座 

5 月 24 日（土） バンド演奏に合わせて歌おう アンビシャス 

6 月 21 日（土） 気功で元気になろう 瀬戸青空気功 

 
編集委員 杉浦・飛田・小森・高島です。  

ボランティア活動の中で、紹介したい 

ことなど、何でも結構です。編集委員まで 

お知らせください。お待ちしております。 

登録ボランティア紹介 

～ 

  



フラダンス：瀬戸ミキノリア 地域福祉ボランティア活動助成金 

報告会の様子 

【 ボランティア研修会に参加して 】 平成２５年１１月１６日（土） やすらぎ会館にて  

“講演” テーマ「それぞれのあたり前」  講師 北原祥爾氏 

 ボランティア活動に関心のある方、４０名余の人達が参加され

ました。この日は「それぞれのあたり前」が演題の講演でした。

自分の生い立ちの中で、雷に打たれたことがもとで水晶体が傷

つき、目が非常に不自由になった人生を送っておられます。そ

んな中で健常者のようにはいかないが自分自身に置かれた境

遇をあたり前として受け止め、これからの人生を楽しく過ごせる

ならばといった気持で前を向いて歩んでおられます。 

講演後、各グループ毎で意見交換をしましたが、私達一人一

人がチョットした気配りで奉仕できることがたくさんあります。 

 これから高齢化社会において生活していかねばならない私達

にとって、共助を意味するボランティア活動が必要であることを考えさせられました。     （T．K）. 

 

平成２５年度 ボランティアフェスティバル  平成２６年１月２５日(土) やすらぎ会館にて 

 

 

瀬戸市長を迎えて団体の事業報告に続き、本日のメインイベント「いこまい・やろまい・きてみん祭」が

開催され、延べ７００余名が参加しました。 

トップは子ども達の歌声でさわやかに始まり、コーラス、剣舞、大正琴など１６団体の活動発表がありま

した。日頃鍛錬した素晴らしい演技に客席は感嘆しきり。別の会場では、マジックの５グループが技を競い

合って喝采を浴びていました。 

また、バルーンアート、ミニミニ防災コーナー、それにポン菓子、スタンプラリーのほか、バザーの買物も

楽しみ、ラストは総勢２００余名が５階に集合し、ビンゴゲームで大いに盛りあがり盛況のうちに終了となり

ました。 

 

【 災害ボランティアコーディネーター研修会に参加して 】 
平成２６年２月１日(土) やすらぎ会館 5階大集会室にて 

122 名程が参加し、防災安全課長の講話の後、居住地区

ごとに10グループに分かれ災害時の避難経路などを確認し

合う図上訓練に参加しました。 

 地域で大きな災害が発生したと想定し、地図に書き込  

みをして、積極的に災害への対応策を考える訓練でした。 

自分が住んでいる町の周辺とはいえ、いざ地図を前に

すると、意外に書き込みに戸惑いました。でも、皆さん

と話し合い書き込みをして、そこから分かる問題点を話

し合う事で、自分の住んでいる地域の課題がはっきりと

見えてきました。災害時にどう対応していくのか、また、

今から改善できることは無いか、地域防災を考える良い

機会となりました。今回参加して、自助・共助・公助に加え、「近助」が大切だと感じました。普

段から地域の方々とつながりを持って、皆さんと力を合わせて安全なまちづくりに取り組んでいき

たいと思います。      （T．I） 

 

童謡・唱歌・ミュージカル等： 

瀬戸ファミリーシンガーズ 
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